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１．耐震・耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績

【耐震・耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績】
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【参考】耐震・耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績（面談含む）

区分 面談，ヒアリング，審査会合概要 備考

1 平成28年3月31日
審査会合（第345回）

BWR４社合同

【今後のBWRプラントの審査の進め方】
 各社から審査資料の作成状況及び柏崎6,7号炉との相違点について説明
 東海第二は，耐震評価に関し他プラントで採用実績のない手法を採用する予定はないことを説明

耐震設計

2 平成28年4月21日
審査会合（第353回）

BWR5社合同

【BWR審査における論点及び今後の審査の進め方】
 各社（東京電力除く）から審査の論点及び審査会合予定時期を説明
 BWR5社の耐震設計論点について，東北電力が代表して，主に既工認からの変更事項を説明
 許認可実績のない新手法採用に当たって，難易度の分類やスケジュールを整理するよう指示を受けた

①新手法の採用に際して，基準地震動に対する施設の耐震裕度に及ぼす影響の観点から難易度を整理する
②工認実績のない評価手法の妥当性や当該施設への適合性について，考え方等を説明する
③従来手法の保守性を低減したことの妥当性や，新手法における保守性の確保についての考え方を整理する

耐震設計

3 平成28年8月3日
面談

【耐震関係論点に係る意見交換】
 耐震関係の論点に関する認識合せ，今後の進め方について意見交換を実施
 耐震関係について規制庁の懸念事項として，以下が示された

①原子炉建屋地震応答解析モデルにおいて，建屋基礎版とＭＭＲを一体として扱いっていること
②防潮堤支持地盤に締固め工法を適用すること（繰り返し地震時の健全性）

耐震設計
耐津波設計

4 平成28年8月16日
面談

【耐震関係論点に係る意見交換】
 当社の考える耐震設計の論点，原子炉建屋の地震応答解析におけるＭＭＲの扱いについて説明
 評価対象の網羅性を説明する資料，ＭＭＲを考慮する解析の妥当性及び事業者の方針を示すよう指示を受けた

耐震設計

5 平成28年10月21日
面談（BWR4社合同）

【耐震関係論点に係る意見交換】
 耐震設計の論点整理状況について，4月の審査会合時の状況からの変更点を説明
 先行プラントでの実績との差分を示した上で，論点を抽出した資料の作成するよう指示を受けた

耐震設計

6 平成28年11月8日
ヒアリング（64）

【耐震関係論点に係る意見交換】
 10月21日面談を踏まえて，東海第二の耐震関係に係る論点について以下を説明

①既工認との手法の相違点の整理方針
②原子炉建屋の設計に用いる地震応答解析モデルについて
③防潮堤（盛土区間）の液状化対策について
④耐津波設計（津波対策設備全体配置，防潮堤構造形式，防波堤の有無による影響評価）

耐震設計
耐津波設計

7 平成28年11月17日
審査会合（第415回）

BWR4社合同

【設計基準への適合性】
 各社から先行プラントとの相違点，当該プラントにおける特徴等を説明
 東海第二については，11月8日ヒアリングに記載の①～③及び④のうち防波堤の有無による影響評価を説明

耐震設計
耐津波設計

8 平成29年1月27日
ヒアリング（68）

【新規制基準への適合性への概要，耐震関係論点と審査資料提出可能時期】
 新規制基準適合性の全体概要を説明
 耐津波関係の懸念事項として，盛土区間の液状化の有無及び地盤変状による盛土の損傷，防波堤破損時の影響，

地質データの充足性が示された。また，耐震設計方針及び評価の網羅性を説明するよう指示を受けた

耐震設計
耐津波設計
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【参考】耐震・耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績（面談含む）

区分 面談，ヒアリング，審査会合概要 備考

9 平成29年2月20日
ヒアリング（77）

【耐震設計の論点への対応状況】
 耐震関係論点に係る面談，ヒアリング，審査会合実績を説明
 耐震設計の論点への対応状況について説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐震設計
耐津波設計

10 平成29年3月2日
ヒアリング（83）

【耐震設計方針，耐津波設計方針】
 原子炉建屋の地震応答解析について説明
 防潮堤の設計・評価に用いる入力津波について説明
 防潮堤沿いの地質断面図について説明
 防波堤損傷による影響の検討フローについて説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐震設計
耐津波設計

11 平成29年3月23日
ヒアリング（98）

【耐津波設計方針】
 液状化の有無の検討に関する敷地の地質データについて説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照
 敷地の特徴を踏まえた耐津波設計方針について審査会合に付議することとした

耐津波設計

12 平成29年3月29日
ヒアリング（101）

【耐津波設計方針】
 審査会合向け資料として，敷地の特性を踏まえた耐津波設計方針について説明
 液状化の有無の検討に関する敷地の地質データについて再説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐津波設計

13 平成29年4月4日
ヒアリング（107）

【耐津波設計方針】
 審査会合向け資料として，敷地の特性を踏まえた耐津波設計方針について再説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐津波設計

14 平成29年4月7日
ヒアリング（113）

【防潮堤構造変更】
 敷地周辺エリアのセメント固化盛土を鋼管杭鉄筋コンクリート壁構造に変更することを説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐津波設計

15 平成29年4月11日
ヒアリング（117）

【防潮堤構造変更】
 セメント固化盛土から鋼管杭鉄筋コンクリート壁構造への変更内容，適用性確認結果について説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査ヒアリング時のコメントに対する回答一覧表」

参照

耐津波設計
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【参考】耐震・耐津波設計方針に係るヒアリング，審査会合実績（面談含む）

区分 面談，ヒアリング，審査会合概要 備考

16 平成29年４月13日
審査会合（第460回）

【防潮堤の構造変更，耐津波設計方針】
 セメント固化盛土から鋼管杭鉄筋コンクリート壁への変更内容，検討経緯，適用性確認結果について説明
 耐津波設計に係る新規制基準への適合のための対応方針について説明
※説明に対する指摘事項は「東海第二発電所 新規制基準適合性審査 審査会合（第460回）時のコメントに対する回

答一覧表」参照

耐津波設計

17 平成29年4月25日
ヒアリング（130）

【耐津波設計】
 基礎地盤の有効応力解析による液状化判定，鋼管杭の支持性能に係る地盤物性値等については，地震・津波側

審査チームで審査頂くことになったとの説明を受けた
 耐津波設計方針に係る全体審査スケジュールを明確にするよう指示を受けた
 基礎地盤の有効応力解析による液状化判定，鋼管杭の支持性能に係る地盤物性値等の審査と関連のない審査項

目を整理し，耐震・耐津波設計として審査できる事項を明確にすることになった

耐津波設計

18 平成29年4月28日
ヒアリング（135）

【審査会合の扱い】
 平成29年5月11日に計画している審査会合については，地震・津波側審査スケジュールの調整が完了していないこ

となどから延期することを申し出た

耐津波設計
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２．耐津波設計方針の審査スケジュールの検討
（１） 耐津波設計方針に係る課題の整理

◆耐津波設計方針については，以下に示す事項について適切に対応していく必要がある。

No. 耐津波設計方針に係る課題

① 基礎地盤の安定性評価に係るせん断強度等

② 基礎地盤の地震時評価に係る有効応力解析による液状化判定

③ 杭基礎の支持性能に係る地盤物性値

④ 基礎地盤の粘土層の圧密に係る地盤物性値

⑤ 防潮堤の鋼管杭の挙動・一体性，他構造形式との取り合い部を含むジョイント部の機能確保

⑥ 防潮堤が寄り付く地山の洗掘対策

⑦ 防潮堤の設計・評価に用いる津波波圧（ソリトン分裂波を伴う津波水理実験に基づく評価）

⑧ 港湾の防波堤（物揚げ場含む。）の基準地震動Ｓｓによる状態変化を想定した基準津波の遡上波への影響

⑨ 港湾の防波堤の漂流による海水取水性への影響

⑩ 外部事象に対する防潮堤の機能確保（外部火災，竜巻飛来物等）

⑪ アクセスルートの機能確保

◆上記のうち，No.①～④は防潮堤の基礎地盤に係る事項であり，また，No.⑤はＮo.①～④の結果を踏まえた説明となる。このため，耐津波
設計方針の審査については，No.①～⑤に係らない項目から，順次開始させて頂きたい。２．（２）項にNo.①～⑤に関連する耐津波設計方
針審査資料の項目の抽出結果を示す。

◆なお，No.⑥～⑨については，審査の中で順次説明させて頂く。また，他条項に関連するNo.⑩及びNo.⑪に関しては，防潮堤側で講じる対
策については，耐津波設計方針において説明する。

【耐津波設計方針に係る課題】
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２．耐津波設計方針の審査スケジュールの検討
（２）耐津波設計方針に係る課題と審査資料への影響

◆２．（１）項に整理した課題のうち，No.①～No.⑤に関連する耐津波設計方針審査資料の資料項目の抽出結果を以下に示す。また，別紙に
詳細を示す。

◆

耐津波設計方針審査資料 資料項目

課題No.①～⑤の審査資料との関連

①
基礎地盤
の安定性

②
有効応力
解析，液
状化判定

③
支持性能
に係る地
盤物性値

④
圧密に係
る地盤物

性値

⑤
鋼管杭の
挙動・一体

性等

1. 基本事項
1.3  基準津波による敷地周辺の遡上・浸水域 あり あり なし あり なし

1.4 入力津波の設定 あり あり なし あり なし

1.6 設計又は評価に用いる入力津波 あり あり なし あり なし

2.   設計基準対象施設の津波防護方針
2.2 敷地への浸水防止（外郭防護１） あり あり あり あり あり

3.   施設・設備の設計・評価の方針及び条件
3.1 津波防護施設の設計 あり あり あり あり あり

3.4 施設・設備の設計・評価に係る検討事項
3.4.1 津波防護施設，浸水防止設備等の設計における検討事項 あり あり あり あり あり

【課題No.①～⑤に関連する耐津波設計方針審査資料 資料項目の抽出結果】
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【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（1／5）

【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（2／5）
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（3／5）

9



【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（4／5）
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【課題No.①～⑤に関連する審査資料項目】

【別紙】課題No.①～⑤に関連する審査資料 資料項目の抽出（5／5）
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２．耐津波設計方針の審査スケジュールの検討
（３） 耐津波設計方針の審査スケジュール案

◆以下に耐津波設計方針の審査スケジュール案を，３．項に耐震設計方針の審査スケジュール案を示す。
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３．耐震設計方針の審査スケジュール案
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４．耐震設計方針，耐津波設計方針等に係る全体審査スケジュール案
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